
1 

 

 

 

§ 準備のいらないワークショップ § 

４ 素朴なコロンブス 

 

１．素朴なコロンブスとは 

 コロンブスは、アメリカ大陸を発見したと言われます。それは偉大な発見でした。私たちもコロ

ンブスほどではありませんが、毎日何か発見をしています。そしてその発見は私たちの心を豊かに

するものです。そんな小さな発見を語ってみませんか。 

 

２．目 標 

 身近にある小さな発見（五感で感じたこと）について  

（1）話し手は、相手に分かりやすく話すことを学ぶ。 

（2）聞き手は共感のための、傾聴、相づち技法を学ぶ。 

（3）身近にある小さな「うれしさ」、「おもしろさ」、「おいしさ」が私たちを幸せにしてくれる 

   ことに気づく。 

 

３．構  成  

（1）リーダーは、コロンブスについて聴衆に問い、その答えから身近な「発見」の話へと導き、 

3 つの目標を伝える。 

 （2）リーダーがホワイトボードに おいしい、うれしい、おもしろい 発見と書き、例を話す。 

 （3）ペアを作り、Ａさん、Ｂさんを決める。 

 （4）Ａが 3つの発見の中から一つ選び、2分間Ｂに語る。Ｂは聞く。 

 （5）Ｂが 3つの発見の中から一つ選び、2分間Ａに語る。Ａは聞く。 

 （6）全体でのシェアリングとして、一人ずつ、パートナーから聞いた話を感想も交え２分で 

発表する。 

 （7）この WS で体験した感想を話し合う。 

 

４．効  果 

 （1）身近にある小さな発見を語ることで自己開示する。 

 （2）聞き手に分かりやすく説明するためのスピーチの練習となる。 

 （3）話の種を見つける方法を知ることでスピーチの材料探しに役立てる。 

 （4）相手に共感したり、聞いていることを示したりすることで他者を理解し、傾聴技法を学ぶ。 

 （5）話し手と聞き手の両方の立場を経験することで、話すこと、聞くことの喜びを得る。 

 （6）相手の発見を聞き、また、自分の発見に対する感想を聞くことで、人の感じ方の多様性を 

知ることができる。 

  （7）身近にあった良い体験を、発見として聞くことで、より幸せに感じられる。 
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アジェンダ＜例＞41～43 分 

時 間

（分） 

 ワークショップ前の準備 

 （ストップウォッチを用意する。） 

5  ワークショップの目標とルールの説明 

6～8  ペアに分かれて、話し合う。  

20  パートナーの話を全体で話す。＜例＞8人×2分＝16～20分 

5  ワークショップの目標について確認する。 

5  参加者にワークショップの効果について聞く。 
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